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1.1 � !"
MXFS は、ファイバーブラッグ?g (FBG) ベースのセンサを1�してデーターR�する
ためのQuantum X ファミリのモジュールです。これは、HBK FiberSensing の5+ある
BraggMETER テクノロジーをベースにしており、j@ブラッグピークの+5に,�/な
スイープレーザースキャンをA�しています。また、�-したNISTにトレーサブルなf
=&�により、B!�C��を.い�
/-5した0D(1+が.えます。0ダイナミ
ックレンジ・0Gmのため、���23や45な1+�$でも、0いn6�をoEしま
す。
サンプリングレートがFなる2G7のp8モジュールがあります。
� [/>HIを1�したMXFS DI；
� :/>HIを1�したMXFS SI。
qモジュールは、r�に�すo;のサンプリングレートにsJするサンプリングレート
のFなる2つの[tモードが<�です。

MXFS DI MXFS SI
u�モード 100 S/s 1 S/s
0�モード 2000 S/s 10 S/s
センサ/コネクタ（Kv�） 16 64
センサ/デバイス（Kv�） 128 512

フィルタリングとダウンサンプリングは、w�のモードで1�できます。
.てのファイバブラッググレーティングピークデータを 8aのDxmLgそれぞれにM
y��し#!にデータ>Hすることにより、 Bにeくのセンサを1�してデータR�
できます。
モジュール:のQuantumX ファミリは、9�アプリケーション{けに�1されていま
す。このファミリのqGモジュールは、1+タスクにJじてabに<み�わせて1�で
き、インテリジェントな��が<�です。MXFS では、 PTPv2 の#
が<�です。
MXFS BraggMETER モジュールには、 12 ヶNのメンテナンスライセンスを~む
catman Easy ソフトウェアが?Oしています。
QuantumXモジュールのPtに
する��/な)*は、QuantumXモジュールのドキュ
メントに��されています。4QのWebサイトでこのドキュメントをf=してくださ
い。
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�Rは、	の3�にsJしています。

#$ %&
1-MXFS8DI1/FC Dynamic Quantum X BraggMETER モジュール、FC/APC

Dコネクタ 8a?き
1-MXFS8SI1/FC Static QuantumX BraggMETER モジュール、FC/APC

Dコネクタ 8a?き
1-MXFS8DI1/SC Dynamic QuantumX BraggMETER モジュール、SC/APC

Dコネクタ 8a?き

1.2 システムコンポーネント
MXFS セットには	のものが~まれます。

#$ ,- %&
1-MXFS8xI1/xC 1 MXFS インテロゲーター

1 Catman Easy ソフトウェアライセンス

S=�mと�=は、TUの>り?け��と�5によってFなります。
モジュールをスタンドアロンとして[tさせるには、さらに	の5を��するV8があ
ります:

#$ ,- %&
1-KAB271-3 1 ��コード
1-NTX001 1 ��アダプタ
1-KAB239-2 1 Ethernetクロスオーバーケーブル 2m

1.3 ソフトウェア
MXFSはオープンデータR�システムです。これは、eくのオペレーティング、nW、お
よび�[^ソフトウェアパッケージに>�できます。
ダウンロード<�なファイルは	のとおりです：
� MX Assistant および Common API ：モジュールの>Hおよびデータ3�をサポート

するKXのYZデバイスアシスタント。
� catman Easy/AP : Kv 20,000 チャンネルの+5データを>Hするための'mな[@
�{けソフトウェアです。catmanEasy は、MXFS とともにAdコストなしで\�さ
れます。

� LabView のドライバ
� IEEE1394b FireWire� Windowsデバイスドライバ
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1.4 ./
MXFS は、 QuantumX ファミリーで1�<�な#
��に]います：
� NTP
� PTPv2
� EtherCAT （CX27 B^）
� IRIG-B （MX440B または MX840B B^）

お0らせ
����と��の��については、 QuantumX ユーザーマニュアル (A055461)
を��してください。

https://media.hbkworld.com/m/d13eb688cc19e99a/original/QuantumX--A05546.pdf
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2 ��および��に�する����

2.1 12に�する����

2.1.1 3い4#の56
バツ�?きDE?きごみ_とo3のバーが<み�わさった�2が�
に
`?されている��は、�
がab�/2002/96/EC のsFであり、a
b,�および7の�々でbaの�Rシステムを1�してG�されるこ
とをc�します。すべての���
および�g�
は、deまたは�
��f�が�5したR�g�をB^して、�f�の
�hストリーム
または�i�のストリームとはbに
�するV8があります。

&い�
をG�については、�
をHxしたIjオフィス、
�h�kサービス、また
はJ�lにお�い�わせください。HBK FiberSensing Qは、ANREEE 
「Associação Nacional para o Registo de Equipamentos Electricos e
Electricos」にmKされているメーカーです。そのmKn2はPT001434です。
HBK FiberSensing Qは、 Amb3EQ「Associação Portuguesa de Gestão de Resíduos
de Equipamentos Eléctricos e Electrónicos」と「Utente」タイプの�oをLMしまし
た。この�oにより、メーカーの HBK FiberSensingQから Amb3EQへ
�される�g3
�のpNおよび
�hqkのogを�	します。つまりポルトガルj�では
�される
���g3�などを、HBK FiberSensing QからAmb3EQへpNます。

2.1.2 パッケージの56
このセンサのパッケージは、OPおよび�q�の.�から、センサを�Qするように�
1されています。また、�$へのrRをKsSにtえるために、EU
の
�hqkC�に]って、リサイクルまたは���できるuZでtられています。
3�をbの�vにp[する�5がある��は、�のパッケージを���できるように�
qしておくことをお�めします。これにより、センサをG�に�Qするだけでなく、

�hのwxをyoにzらすことができます。
{��の_には、そえぞれのパッケージで1�されているuZに
する�
が��され
たラベルがTられています。
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�2.1 ��ラベルの�

�rの��に]って、U�を|ってG�に{�を
�し、�}の�$�.にV~し
てください。ご mありがとうございます。
パッケージを
�するには、	の0Wをo.します：
� ラベル、��¡、X、ホッチキスのY£、キャップなど、パッケージとFなるu�の
?Ohはすべて>りZきます。

� パッケージを�で�い�し、��hや,れを>りZきます。
� パッケージを�らにするか�りたたんで、�[をzらし、スペースを�oします(ガ
ラスは-�しないでください)。

� {�uをG7bにn�し、G�なリサイクル�コンテナまたは\にxれます。
�たちの{�のほとんどは]とプラスチックでtられており、���またはリサイクル
を�/としていますが、^
の�'�に���することは�¤していません。お¥�に
お�けするq�
の{�ラベルに��されている、HBKファイバーセンシングで1�さ
れる{�uの)*については、「{��2」の�をf=してください。

パッケージ9:
{�uには、ガイダンスのためにsJする�2が?いています。

^
にはGしていない

リサイクル<�

さまざまなuZのリサイクルシンボルには、uZタイプを_bする�§とR§が~まれ
ています。¨えば、PET(ポリエチレンテレフタレート)もn21でマークされ、PE-
HD(0ª(ポリエチレン)はn22でマークされています。](PAP)の��、20は�ボール
にsJし、22は]にsJします。これはX`、��などに1�されているような]で
す。
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�2.2 リサイクル��

プラスチック
プラスチック�'uZは、��/にバッグ、フィルム、トレイ、プラスチック2�
、
または��です。

バッテリ
バッテリはパッケージには~まれていませんが、'�またはアクセサリに#{されてい
る��があります。)*については、セクション2.1.1&いアプライアンスの
�をf=
してください。

?
]の{�uは、�B、_、カートン、«�、またはラベルです。

@A
YO�'uZは、��/にa、�、キャップ、またはワイヤです。

BCDE
�3�の�'uZは、�u、コルク、またはbであり、®c^または���できる¯�
またはxn6�uZでできています。
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ガラス
ガラス�'uZは、ボトル、�、またはs�です。

コンポジット（GHD）
���'uZは、]、プラスチック、アルミニウムなどのさまざまなuZの�でできて
います。これら�'uZにはリサイクル�2と�'の<2を�すR§を��してあり
ます。たとえば、PAPは]とプラスチック�を�し、ALUはアルミニウムを�します。

2.1.3 レーザーのKLM
MXFS Interrogator のコアにはレーザーが~まれています。レーザーは、±に²dなD�
です。uGmレーザーでも、±の�に²dが³ぶ<��があります。レーザーDの�e
�とw�(がuいことは、�でfgの Bにsさなスポットに�5を�わせることがで
きることをc�し、そのM*、�v/な��により��/な.�がwxします。レーザ
ーは、&�とKvGm�mによっていくつかの-.クラスにn7されます：
クラス 1、クラス 1M、クラス 2、クラス 2M、クラス 3R、クラス 4。

シンボル

h´�2 クラス1のレーザー�2

クラス1レーザ－
MXFS はクラス 1 レーザー�
です：≪�BのPt�に�や�iの.�を�きjこす'
(のレーザー @ができないとµ¡されるレーザーまたはレーザーシステム。≫
�Bの1�¢¶rでは-.です。クラス 1 レーザー'�を1�するための-.8¶はあ
りません。

レーザーのKLM
レーザータイプ ファイバーレーザー
レーザークラス（IEC 60825-1） 1
チャネルあたりのQRST o0.3 mW（-5 dBm）
チャネルあたりのUVST o0.5 mW（-3 dBm）
WX 1500～1600 nm
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� YなZ[��
レーザー'�を1�するすべての±は、リスクに£cするV8があります。レーザーD
は±/の�にはlえませんが、ユーザーの�にダメージを¸える<��があります。こ
のレーザーは、'�の��をオンにするとj[されます。
ユーザーは、データアダプタの��m¹に�を{けたり、Dコネクタがnわれていない
"#にしたりしないでください。�のo�のリスクがvきい��は、BにG�な�
の�QがV8です。Dチャンネルが1�されていない��（Dコネクタがインテロゲー
タに��されていない��）は、コネクタをG�なコネクタキャップで�Qしてくださ
い。Dコネクタは、メンテナンスや5)のsFとなります。
¤pしたインテロゲータを$けたり、ºkしたりしないでください。ºkおよびキャ
リブレーションのためには、 HBKにq»するV8があります。

2.1.4 �\

CEマーク

��
には CE マークが?いており、�
の-.�および�¥G��
に
するr4する�;/な8¶に¦§しています。これは、	の�/
に¦§しています：Low Voltage Directive (LVD) 2014/35/EU –
Electrical Safety Electromagnetic Compatibility (EMC) Directive
2014/30/EU。sJするG�¼s�はこのR�のK¨にあります。

UKCAマーク

��
には UKCA にsJするマークが?いており、�
の-.�およ
び�¥G��の8¶に¦§しています。これは、	の�/に¦§し
ています：Electromagnetic Compatibility Regulation 2016, No.
1091。sJするG�¼s�はこのR�のK¨にあります。

]^_`aSbcのde（fgへのh#のiH）

20
��に�tされる�g3�の©G�Sのu½に
する�5マーク
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ATEXマーク

この�
はATEX
	を>Hしており、ATEX�/2014/34/EUの8¶に
¦§しています。この�
にはExマーキングのª
をうけており、
IEC/EN 60079-28に¦§して	のC?がª
されています。
� Zone 0 for gas group IIC;
� Zone 20 for dust group IIIC;
� Zone M1 for mining.

ATEX
	は、«wの<��のある�$でD¾センサからのデータR�をするためにこの
�
を1�する��にG�されます。«w�v`�とは、<��のガス、w�、¬�、
­¿により«wの²d�があるxÀのことです。この�
は、«w�v`��に��さ
れたDセンサからデータを-.にR�するように�1されています。したがって、-.
に1�するために、このマニュアルの��に]うことがy8です。

Z[
「����� 」に�する!"
#�な$%の&にデバイスを�	してください。��*+はEN 60079-28:2015に,って

-されました。��*+は、グループI、II、IIIのすべての�0で�+することができま
す。1コネクタの5678�パワーは15 mW;<です。

IECExマーキング
この�
はIECEx
	をÁけており、IECEx
�システム8¶に
¦§しています。Â�/なx®サンプルを+ÃしたM*、
IEC C?に¦§していることがµ�しました。
� IEC 60079-0:2017 Explosive atmospheres - Part 0:

Equipment - General requirements; Edition 7.0
� IEC 60079-28:2015 Explosive atmospheres - Part 28:

Protection of equipment and transmission systems using
optical radiation; Edition 2


	された�
に
,する�z¯{の
�qkシステムがÄ°され、IECEx
�システム
8¶に¦§していることがy
されました。
EÅの	��は、IECEx スキームCÆ、IECEx 02、およびº�された|�R�にC5され
た¢¶に]ってw.されます。この�
には IECEx マークが?いており、	の��につ
いて IEC/EN 60079-0 および IEC/EN 60079-28 に]ってª
されています:
� Ex opはIIC T6 Ga
� Ex opはIIIC Da
� Ex opはI Ma
IECEx	��データベースのアクセスはここから:　www.iecex-certs.com

www.iecex-certs.com
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2.1.5 jkとlm
��、<み±て、およびPt�は、'�を1�する�でG�されるテスト
	、C5、
および��をu½してください。¨えば、	のようなものがあります：
� National Electrical Code (NEC - NFPA 70) (USA);
� Canadian Electrical Code (CEC) (Canada):
²dxÀアプリケーションのその7のC5には、	のものがあります：
� IEC 60079-14 (international);
� EN 60079-14 (EC).

2.1.6 ネムプレートMXFS

�2.3 MXFS�
ラベル

1 モデルÇ
2 ��	��n2と��²
3 シリアルn2
4 
	マーク
5 レーザー-.マーク
6 コネクタ_b
7 ユーザーガイドの��に]った>り³いの£cÈj
8 ATEXマーク
9 }«に
するマーキング:

- Kv @Dパワー
- [t8(
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- �
バージョン
- EU-TYPE)°	��n2/Ex-HBKマーキング
- ATEXおよびIECExに¦§したマーキング

10 �z´
11 メーカーÉv

2.1.7 noKLM
この�
は、²dレベルHL1、HL2、およびHL3について、EN 45545-2:2016および
EN 45545-2:2020に¦§しています。XフレームなしでMXFSモジュールを~�Dwに>り
?ける��、DIN EN 45545-2のセクション4.3のグループ^ルールに]って<���[を
��するV8はありません。

2.2 �pでqrている9:
ユーザーの-.に
するy8な��%�は、µに'!して��されています。%¤や�
hの-.を}¶するためには、これらの��に]うことがy8です。

シンボル [s
Z[ この��は、���=>�の�?を@ると、�·な、

あるいは�¸(のo�%¤につながる<��
をh´しています。

�� この�2は、この-.8¹%�のW½をºると、�h
-.につながるtuMについて、ユーザーの
£cをÊすものです。

vw
この�2は、��
またはその>り³いに
する��
な�
に/してユーザーの£cをÊすものです。

ヒント
この�2は、ユーザーに»±つアプリケーションに

するヒントなどの�
を�しています。

!"
この�2は、��
またはその>り³いに
する�

にsしてユーザーの£cをÊすものです。

A�する�B
�� ...

R��のテキストを'!するには、Ì§を1�してい
ます。これにより、Í�のR~やファイル、Î、�へ
の
,?けをしています。

� このマーキングは、0W�のアクションを�します。
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3 ��

3.1 コネクタ

�3.1 MXFS のC
�と�
�

1 Dコネクタ (FC/APC または SC/APC);
2 イーサネットコネクタ;
3 ステータスLED;
4 ��コネクタ;
5 FireWire コネクタ;
6 バックプレーンコネクタ;

3.2 y�

3.2.1 z{
モジュールをDC�Ïに��するモジュールのS=�mと���t�Ï7`はモデルによ
ってFなります。

MXFS SI MXFS DI
S=�m j[!に35 W

13 W（Ð¼）
j[!に35 W
18 W（Ð¼）

�t�� 12 V ~30]V

vw
FireWire:
をDした�EF�の$G:『モジュール3Jごとに�じ�Kの&��EF�がL�です。
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お0らせ
MXFSは�MNのO��P�	で��されています。しかし、MXFSのQRや�STを�
ぐために、�	Uにすべての�V���W�がX�されていれば、MN�Pに�Gする
ことができます。

メモ
Y�を�える�P�Eをモジュールにかけると、モジュールのZ�が[ する\! が
あります。�P�Eが]�^を]Zると、モジュールは�Pオフになります。

_[0W�の�Ï�rを}ぐために、バッテリを1�するDwアプリケーションではバ
ッテリとモジュール/に、YÑ���'�（UPS）を��することを�¤します。
!/#
データR�のために、��のモジュールが FireWireB^で½Òに��されてい
る��、���Ïをループスルーできます。1�される��パックは、G�なGmを\
�できるV8があります。
IEEE1394b FireWire��ケーブルのKv����は1.5 Aです。����が�い��は、
�Pを"aするL�があります。
��のアンプを #
で[tさせる��は、b々に�Ï�tするV8があります(��
�3.2)。

NTX001

または

KAB271-3

KAB272

FireWire

または

�3.2 �P�	のb#オプション

3.2.2 PCおよびその|のモジュールへの}~と./
QuantumX MXFSモジュールは、#じファミリの7のQuantumX/SomatXRモジュールと
#
するように�1されており、データを#
>Hできます。この#
は、FireWireイ
ンターフェイスまたはEthernetインターフェイスをÓしてモジュールを��することで
oEできます。また、MXFSモジュールはゲートウェイとして3�し、FireWireをÓして
��のモジュールから#
データをR�し、Ethernetインターフェイスケーブルを1�
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してPCにP=することもできます。�yなタイミングを�|するには、MXFSモジュー
ルと7のデバイス/でG�な#
をy�することがÔ<¾です。#
��とµ5の�

の<み�わせの)*については、catmanソフトウェア�
マニュアル（A05566、 “3.2.6
Synchronizing several devices”）をf=してください。
catman、MXAssistant、またはAPIを1�した#
��の��：NTPまたはPTP#
がア
クティブまたは アクティブになっている��、'�の�#
にはKv20¿の!/がV
8です。この/、ユニットは�ロックをo.し、システムLEDの�がオレンジ�に�わ
り、すべてのチャネルの+5Qがオーバーフローになります。この
/がB4すると、
インテロゲーターは�Bの[tにÀります。

3.2.2.1 ��のEthernet}~

��

TCP/IP、100 Mbps
KAB293-2

�3.3 fgのEthernetb#

メモ
h�iコンピュータではEthernetクロスオーバーケーブルをn�するL�があります。5
$のPC/ラップトップは、オートクロスq!をrえたEthernetインターフェースになって
います。このb#のためにEthernetパッチケーブルをn�することもできます。

https://media.hbkworld.com/m/f76b72cc848ad091/original/catman-Operating-Manual-A05566.pdf%20
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3.2.2.2 PTP./によるG,のEthernet}~

�� Ethernet
PTPv2 スイッチ

12 V ～ 30V DC

�3.4 EthernetとPTPv2による��によるu%b#

モジュールはEthernet PTPv2¦§スイッチをÓしてPCに��できます。パッチケーブル
を�¤します。
�rにいくつかの¨を�します：
� HBK\�のEX23-R
� SiemensのÁÂ<�な XR324-12M
� HirschmannのRSP20またはMACH1000
� HartingのHa-VIS FTS 3100-PTP
� Rockwell Qの Stratix 5400
PTP Grandmaster クロックの¨：
� MeinbergのLANTIME M600
� OmicronのOTMC 100
ここで�Óしたスター1zを1�すると、��のEthernetケーブルが��Ô�でも7の
モジュールからの1+データがÕわれることはありません。
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3.2.2.3 G,のEthernet}~とFireWire./

��

�3.5 ��したEthernetによるu%b#の�

モジュールの���Ïは、¹�の12でFireWireをÓして�tされます（FireWireB^で
Kv1.5 A；モジュールのS=�mについては、ページの、&3.2.1'�P 「17」）
をf= 。
この��1zの�5：7のモジュールは、EthernetケーブルがÖれている��でもアク
ティブのままです。

3.2.2.4 その|のtuな}~
MXFS モジュールまたは MXFS と7の QuantumX モジュール/の��には、7にもいく
つかの<��があります。
� FireWire をÓした 1 つのモジュールの��;
� FireWireをB^で��のモジュールと��;
� CX22 データ・レコーダへの��;
� CAN バスGm=2の��;
� アナログGmの��;
� EtherCAT または PROFINET B^のリアルタイムGmの��;
� など。…
��/な Quantum X ユーザーマニュアルをf=してください（ドキュメント A055461
はÃQ Web サイトからダウンロードできます）。

https://media.hbkworld.com/m/d13eb688cc19e99a/original/QuantumX--A05546.pdf
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3.2.3 PC への��y�
モジュールは、Ethernet（Kv100 m）、FireWire（��/にはKv5 m、D¾/にはK
v300 m）、またはEtherCATB^でÄ¦/なPCに��できます。
EthernetB^のTCP / IP�=では、	の5に£cするV8があります：
� ソフトウェアがネットワーク�にあるモジュール、またはM���されているモジュ
ールを)Gできるように、デフォルト�5（DHCP/APIPA）を�|することをお�め
します。もちろん、Ù5IPアドレスでモジュールをパラメータ^することもできま
す。これは、PCまたはノートPCにも4てはまります。�5：これにより、µにノー
トPCをQ�ネットワーク(DHCP)に��しないで、��かつ�[/にネットワークを
1Åすることができます。しかし、ノートブックとモジュール（peer-2-peer）/の
M�Ptは、�[アドレス�5（APIPA）を1�することで、#�に Bに��で
す。

� もちろん、PCやモジュールのEthernetネットワークアダプタは、µ5のIPアドレスと
サブネットマスクを1って0[で�5することもできます。

FireWire ��をÓしてM� IP-over-FireWire を�5する��は、��/な Quantum X
ユーザマニュアル（ÃQ Web サイトからダウンロード<�なドキュメント
A055461）をf=してください。

モジュールのIPアドレスをy�するには
� �[�5のためにDHCP/APIPAを�Tにしてください。QuantumXにM���されて

いるPCは、#�にDHCPに�5してください。
� 0[�5：DHCPをYTにし、PCで1�しているのと#じサブネットマスクアドレス
をxmします。�=を�<するようにモジュールのIPアドレスを��します（r�の
¨をf=）

�：
0[でIPアドレスを�5する – モジュールÚ

y� IPアドレス: サブネットマスク
��Ûのモジュール 169.1.1.22 255.255.255.0
PC /ノートブック 172.21.108.51 255.255.248.0
��¨のモジュール 172.21.108.1 255.255.248.0

PCとモジュールのIPアドレスのKÜの3Æの�Qグループは#じ
でなければなりません。
サブネットマスクアドレスの�Qグループは、モジュールとPCで#�でなければなりま
せん！

https://media.hbkworld.com/m/d13eb688cc19e99a/original/QuantumX--A05546.pdf
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�[�5

モジュール�5

PC�5

0[�5：

モジュール�5

PC�5

�3.6 (bb#の���

Ethernety�：PCのIPアドレスを��する
Ù5された:/IPアドレスでモジュールをPtする��は、[Alternative
Configuration(����)]（Ù5IPアドレスとサブネットマスク、ユーザ5�）を1�す
るV8があります。[Alternative Configuration(����)]は、TCP/
IPのrにあるEthernetアダプタのプロパティの�の TCP/IP properties (fixed IP address
and subnet mask, user-defined)にあります。
� コントロールパネルで、[ネットワーク�
] を�Çします。
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� LAN��の�Ç。に��されるÈm�3.7
が��されます。プロパティをクリックします。

�3.7 ネットワークプロパティ



25
MXFS
|N

� プロパティボタン(�3.8) をクリックします。

�3.8 TCP/IPv4
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� IP address と Subnet mask (�3.9)を�5。

�3.9 IP およびサブネット

� OKÉします。

Ethernetネットワークでのモジュールの�H
� DHCPを�TにしてOKをÉします。	のy
Èmが��されます：

�3.10 DHCP )�*


� �5をy5して、YesをÉします。EÅの�5でモジュールが�j[されます。
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メモ
イーサネット�� DHCP/APIPA では、 DHCP サーバが QuantumX モジュールに IP
アドレスを{り|てるのに}�の~+がL�になることに��してください。ハードウ
ェアをネットワークまたは PC にb#した�、,30-�ってから
catmanを.Sします。そうしないと、デバイスが/つからない\! があります。

3.3 y�

3.3.1 MXFSのy��j
MXFSインテロゲータを��する;は、その2�に£cしてください。MXFSインテロゲ
ータにはアクティブな��'�がついていないため、4Êを}ぐために��の�い�v
を�Çすることがy8です。
MXFSインテロゲータは、3�にrRを¸えることなく、�cの�{に2�できます。た
だし、Dチャネルに��されているDファイバケーブルは、ひずみや.�を�けるため
に£cして>り³うV8があります。
Quantumシステムアセンブリでは、7の3�にËべてÊがwxする<��があるため、
MXFSインテロゲータを�n¹に2�することをお�めします。
ご��がある��やサポートがV8な��は、HBK FiberSensingにお�い�わせくださ
い。

3.3.2 ��ケースクリップ
モジュールのエレクトロニクスは�Qケース（CASEPROT）で`まれたYO�ハウジン
グに<み�まれています。これは、いくつかのデバイスをÌみyねて1�する��に、
センタリングにも»±ちます。また3Í/.�にsする�5の¸(の�Qが<�です。

�3.11 MXFSケースX0あり
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1 MXFSハウジング;
2 �Qケース;
3 ¹�サイドカバー；
4 r�サイドカバー。

モデルはクリップオン��(£Rn21 - CASECLIP)をÓして��にÙ5することができま
す。
� 2.5Þ�ドライバ（Î２のn21）を1�して、Xフレームケース�Q（Î１のn22）
を>りÍし ます。ネジはデバイスのÎmからアクセスできます。

�3.12 ケースX0の�り&し

お0らせ
�の�に1すハウジングクリップの�り�けは、ハウジングの��に��するL�があ
ります。��にL�なCASECLIPセットは1つだけです。
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�3.13 MXFSケースX0�し

� 2.5Þ�ドライバを1�して、r�サイドカバー（�3.11の4n）を>りÍします。¹
�サイドカバーをv5のß�に�|します。

�3.14 ��サイドカバーの�り&し
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� 2.5Þ�ドライバと?Oのネジとワッシャを1�して、r�サイドカバーのÂわりに
CASECLIPを>り?けます。

�3.15 CASECLIPの�り�け

�3.16 CASECLIPがついているのMXFS

� オプションで、Xフレーム�Qを>り?けMします。これで、7のQuantumXモジュ
ールと#�に、インテロゲータをbのモジュールまたはCASEFIT (£Rn21 -
CASEFIT)にクリップできます。
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3.3.3 CASEFIT(ケースフィット)での�り�け
CASEFITフィッティングパネルを1�して、QuantumXシリーズのモジュールを>り?け
ることができます。ベルトテンショナーやケースクリップ（CASECLIP）を1�してモジ
ュールをÙ5することができます。

テンションベルト
でÙ5するための
áÏ

132

16
9.

5

Ø 5.6

2211
.4

o
 3

0

Í�â�(;ß：mm、1mm＝0.03937 インチ)

�3.17 CASEFIT および CASECLIP をn�した�り�け

ÐしいÑ[や�Òレベルが�Óされる��にãえて、サポートをさらに'^するため
に、ケーブルタイを1�してMXFSをCASEFITにÙ5することもできます。
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�3.18 ケーブルタイによる"a��

3.4 ステータスde

�3.19 MXFSC
�
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MXFSのÛmパネルには、Fなる�で5ÔするシステムLEDがあります。

システムLED
� エラーなしでÕä�
Ö システムは¦ãができていません。±ち¹げo.�

- Dモジュールがウォームアップ�です
- Dモジュールがビジーです
- NTP/PTP が#
していません

Öの5× ダウンロード�、システムは¦ãができていません
- ファームウェアのアップグレード�

� エラー

3.5 メンテナンス

3.5.1 ���#
HBKD¾:インテロゲータには、3�の�しい[tを�	するためにKuSの[t¢¶
をV8とするS��
（��ファン、D¾コネクタアダプタ、バッテリなど）がありま
す。
5
メンテナンスは、o;の|N¢¶を��して、お¥�が1Èおよびqkする
V8があります。���
の�	は、¾�のåæがuZまたは�z¹のÔ£�に
�yに�ることができる��にのみG�されます。

3.5.2 ��
MXFSは、アクティブ��のない�g3�であり、デバイスのÊ�Øにファンを1�し
ないことをc�します。 ÊxÀは、デバイスの[t8(¹Ù�Íの8(o�にさら
されないようにしてください。

3.5.3 �コネクタ
インテロゲータのDコネクタはç^しやすく、�Úxによってo;に-.する<��が
あります（セクションを�� 3.9.2）“3Qしたコネクタ”)。
このような��は、ºkのためにインテロゲーターをHBK FiberSensingにqPするV8
があります。

3.5.4 ��
BraggMETERインテロゲーターには、NISTトレーサブルガスセルが�-されており、B
に��された+5を�	します。このため、'�/な5
��はV8ありません。た
だし、C�¹のk^や��CÆにより、5
/な
5��0WがV8になる��があ
ります。このような��には、キャリブレーションサービス(£Rn2S-FS-CAL)
が��<�で、HBKにリクエストすることができます。
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vw
�4に�する�Cは5いリード6で7いました。ケーブル4や89モードの9�に.�
する��エラーが��に��します。�:および�Cの\! についての��は、セク
ション 3.8.2 “;<��”(44 ページ)を���ください。

3.5.5 ファームウェアのアップデート
QuantumXのPtに1�するファームウェアとソフトウェアは、BにKXの"#に�つ
ことをお�めします。
� KXのファームウェアをHBKのWebサイトからダウンロードしてください。catman®
を1�しない��は、HBKのウェブサイトからのQuantumXソフトウェアパッケージ
をダウンロードしてください。
\HBM\cat­manEasy\Firmware\QuantumX­B、または
C:\Tempのrにファームウェアを�èしてください。

� ファームウェアのアップデートは、	のようなさまざまなオプションを1�してo.
できます。
- catmanを1�する-セクション5.1.1ファームウェアアップデートをf=
- MXアシスタントを1�する-セクション4.3.6ファームウェアアップデートをf=

)*は、.�/Quantum X ユーザーマニュアルをf=してください（ドキュメント
A05546 はÃQ Web サイトからダウンロードできます）。

3.6 �iS��の��にリセット
MXFSモジュールを �G�!の�5にリセットすると、デバイスで1�されている�5
がéZされます：
� すべてのチャンネルを アクティブにします;
� �5されたすべてのÛÀをéZします；
� すべてのセンサタイプを½s&�に��します;
� ゼロバランスQをéZします。
リセットは、 MX Assistant 、 Common API 、または catman
ソフトウェアを1�してo.できます。

https://media.hbkworld.com/m/d13eb688cc19e99a/original/QuantumX--A05546.pdf
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3.7 �センサへの}~

3.7.1 � と�¡

3.7.1.1 コネクタ
MXFS のÛmパネルには、Dコネクタが 8aあります（�3.1をf=）。
�ÇしたモデルにJじて、FC/APCまたはSC/APCの�:にすることができます。
このデバイスは、#じDファイバにMy��された��のファイバブラッググレーティ
ング（ FBG ）センサをÁ=する¦ãができています。

8(

ひずみ

ひずみ êÜ

�3.20 �=�なセンシングネットワーク

3.7.1.2 チャンネル,
qDコネクターは��のチャンネルにsJ。デバイスのモデルにより、Kv�み>り<
��がFなります：
MXFS DI - Dコネクタあたり16チャンネル
MXFS SI - Dコネクタあたり64チャンネル
デバイスのチャンネルは、1�する&�の7`（ÛÀ）とë¦&�を5�することによ
って、 catman ソフトウェアを1�して12できます�3.21。



MXFS
|N36

�3.21 チャンネルと>�

1 Dコネクタあたりの1�<�な&�7`（1500 nm ～ 1600 nm）。
2 ��されたファイバの+5スペクトル（j@）。
3 Ks&�（nm）
4 Kv&�（nm）
5 f=&�（nm）（そのチャンネルにsして½s&�+5が.われるQ）
qチャンネルは、WÝに
ìなく、¹�の 1つの7`にsJできます。7`はy�でき
ません。

ヒント
MX Assistantで>�の?S 7と�@を�7できます。ただし、5¡からスペクトルを
=1できません。スペクトルをAB£したり、�@した>�をWSで�¤するには、�
¥のcatman® Easyソフトウェアをn�します。

チャネル5�のいくつかの�Sは、MXFSインテロゲータ(=3.1)のDIモデルとSIモデルで
Fなります。
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MXFS DI MXFS SI
qコネクタのKvチャンネル�： 16 64
チャネル/のKs��（nm） 0.5 0.1
バンドÞをnm;ßで5�します。 1 0.5
=3.1 インテロゲータ・モデルごとの>�およびチャネル�@のY�

+5は、7`�でファイバブラッググレーティングピークが)Gされた��にのみ.わ
れます。5�された7`�にピークがlつからない��は、オーバーフローQが¸えら
れます。

ヒント
>�を�@するCには、n�するFBG©とピークのª«�4¬£を­にD®してくださ
い。�えば、��の0.5nm�$のピークは、0.5nmの�@されたバンドの&�に¯°にE
ちます。ピークのª«�4>�&で±なくとも±0.1nmの��F+をD®することがG
²です。

3.7.1.3 WX
&�Qは、ファイバブラッグ?gj@スペクトルのピーク!の&�にsJします。これ
は��にブラッグ&�とíばれます。

�3.22 �4

1 &��（nm);
2 FBGj@スペクトル
3 FBG ピーク;
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4 &�Q（nm）

¢RWX
すべての+5QをË�する&�Qをë¦&�とíびます。5�されたqチャンネルごと
に、1つのë¦&�をチャンネルのKs&�QとKv&�Qの/にÙ5するV8がありま
す。
ë¦&�は、キャリブレーションされていないセンサの��は、+5のゼロQです。キ
ャリブレーションßみセンサの��は、キャリブレーションシートに��されているë
¦&�を5�するV8があります。

£�WX
R�されたqサンプルにおける FBG ピークの&�Q。

3.7.1.4 ¤c
'(のQは、ピーク&�でのファイバブラッググレーティングによってj@されるDパ
ワーにsJします。

�3.23 A�

1 '(�（dBm）;
2 FBGj@スペクトル;
3 FBG ピーク;
4 '(Q（dBm）。
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3.7.1.5 ダイナミックレンジ
Dインテロゲータのダイナミックレンジは、ファイバブラッググレーティング/の'(
Qの7`とíばれ、�しく_bおよび+5できます。

�3.24 ダイナミックレンジ

1 '(�（dBm）;
2 &��（nm）;
3 FBGj@スペクトル;
4 +5<�なKv1+'(;
5 +5<�なKs'(;
6 ダイナミックレンジ (dB)。

3.7.1.6 スマートピーク§¨S(SPD)
SPD では、q�5<�なÛÀ�で FBG ピークをabに+5することにより、インテロゲ
ータが\�する0ダイナミックレンジをT*/に1�できます。
MXFSでは、+5しきいQが3dB（�3.25）のÙ5Qとlなされます。
すべての&�Qは、FBG ピークのmÌが'(のînを�えていることを��して1<さ
れます。

ヒント
バンドの�った�@をHけるために、?Sスキャンしきい^をユーザー�@して�¤し
て、バンドの?S 7を7えます。
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�3.25 スマートピーク^ 7コンセプト

1 FBGj@スペクトル;
2 FBG ピーク;
3 &�1<に1�されるxÀ。

�3.26 �Cのスマートピーク^ 7

qセンサ7`�では、1つのFBGセンサのみが1<されます。�Bの=2（1）、u'(
=2（2）、および0'(=2（3）は、+5を.なうことなく、#じDコネクタ¹にï
èできます。��のピークがしきいQ（4）を�え、SPD によって+5の��が6Sされ
ることがあります。これは、この"àでも��/にwxすることもあれば、!々wxす
ることもあります。
8oすると、\�されるð�の{¹は、j@Iのuい FBG とj@Iの0い FBG
がïèし、=2.Õがしばしば��となる]áの��の�SをñâするのにµにGして
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います。したがって、SPDは+5の-5�とD(を{¹させ、0いR��(でもシステ
ムのTIを{¹させます。

3.7.1.7 �:
ピーク&�の�^はDインテロゲータからの=2を12し、hk/なQにスケーリング
することができます。

�3.27 ·�

1 チャンネルに5�されたë¦&�（λ0）(;ßは nm )
2 チャンネル�の+5&�(λ)(nm ;ß)
3 チャンネル�の&��[(nm ;ß)。ピークがチャンネルに5�されたÛÀからÍれ

た��は、オーバーフローQが��されます。
&��[は��ì�をÓして=2に
,します。
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©rtuなセンサタイプ

センサタイプ %& ST
�s&� �s&�センサのG

mは、FBG ピークで+
5される&�Qです
(�3.21 の2nf=)

λ

½s&� ½s&�センサのG
mは、FBG ピークで+
5される&��[です
(�3.27 の3nf=)

λ� λ0

ひずみ センサの k
ì�(k)にëづいて、&
��[をひずみに��
しました。
デバイスレベルのひず
み+5は8(�òされ
ていません。

λ� λ0

k � λ0

8( キャリブレーションì
�(S2 , S1  and
S0 )にëづいて&��[
を8(に��。��:
は 2	e�:です。

S3�(λ� λ0)
3�S2�(λ� λ0)

2 �S1�(λ� λ0)�S0

d�( キャリブレーションì
�(S).にëづいて、&�
�[をd�(に��し
ました。��:は3�
です。

s � (λ� λ0)

9�e�: ã2	e�:��:の
¨、&��[を��G
mに��しました。
7のサプライヤのセン
サや、¹�で5�した
Fなるタイプのセンサ
に1�できます。

a�(λ� λ0)
3 � b�(λ� λ0)

2� c�(λ� λ0)� d
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ª«WX«¬«WX
MXFSおよびcatman®では、センサ+5Qを�s&�または½s&�で��できます。
�s&�は+5される&�のo;のQを�し、½s&�は��する2つのピークまたは
µä/の&�のåを�します。
どちらのQも#じデータ�の9R§を1�してP=できます。�s&�でデータを��
する��、+5のD(は、1500 nmから1600 nmの7`で[tしているため、s�5�
rの4Æ�までです。��、½s&�でデータを��する��は、�[1<のë¦にJ
じて、s�5�rのKv7Æの�§でQを��できます。

ヒント
これは、I¸�4��では、J¸�4��よりもC)な��が\!であることを�¹し
ます。

�s&���と½s&���のどちらを�Çするかは、+5タスクのµ5の8¶と1�
するセンサのµ�にëづいてæ5するV8があることに£cすることがy8です。
どちらの��にも�5とSçがあり、�yで=��の0い+5M*を�	するためにG
�な��を�ÇするV8があります。
MXFS =2は、 FBG ピークQと1s1の
ìを|ちます。これは、��の FBG
を1�する� なセンサ、または 2つのFBGのQを1�してo.される1<は、デバイス
�でo.できないことをc�します。

3.8 ­®¯c

3.8.1 スピードモード
MXFS は、 2つのスイープレーザー�(にsJする 2つのFなる�(モー
ドで[tします:

MXFS DI MXFS SI
u�モード 100 S/s 1 S/s
0�モード 2000 S/s 10 S/s

お0らせ
9�モードを¬ºすると、»�	は¼.Sします。

このようなデータレートで[tしたり、フィルタリングまたはダウンサンプリングによ
ってサンプル�をzらしたりできます。
)*については、セクション 5.2.1 “サンプリングレート”の73
ページをf=してください。
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3.8.2 °±²³
HBKファイバセンシングの BraggMETER など、レーザーベースのDèé1をスイープす
る��は、Dèé1とセンサ/のケーブル�がj@+5の+5にrRします。
このrRは、Dモジュールのo;のサンプリングレートにóèする&�+5の�5シフ
トです。+5&�のシフトは、uいR�レートまたはêい��ではY"できますが、0
いサンプリングレートまたは�い��ではy8になります。
スイーピングレーザー��½¾
これは、0�データR�にV8なスイーピングレーザーの�(が{¹しているためです
。スイーピングレーザーは、!/�にさまざまな&�を @します。ファイバブラッグ
グレーティングセンサからj@&�を+5する��は、 FBG
からj@ピークが)Gされたときに Gされる&�を_bします。>H�(がëくなる
と、Dがp[する��によってxじる¡ìのrRがvきくなり、�s&�のD(がur
します。��が�くなると、#じT*がEれます。
J¸�4��エラー
R�レートと��による&�シフトは	のとおりです。

レーザー¯cのスイーピングによるWXのシフト

Δλ �
d � 2 � n � RepRate � FullRange

SweepingDirection � DutyCycle � c
ここで：
Δλ はnm;ßの&�シフト;
d はセンサと1+'�/の��（m）です。
n はファイバのí�I（Ä¦のSMF28では1.446）です；
RepRate は、Dモジュールのo;のR�スキャンです（BraggMETER
インテロゲータの��は、�ÇしたR�レート（Hz;ß））。
FullRange は、+5された&�7`のÞです（BraggMETERインテロゲータの��は
102nm）。
SweepDirectionはスイープ�{の=2です：Ku&�からK0&�へのスイープには
1、K0&�からKu&�へのスイープには-1（MXFSインテロゲータには-1）
DutyCycleは�ÇされたRepRateの5�です:

1 S/s  0.875
10 S/s  0.875
100 S/s  0.885
1000 S/s  0.66

C はDの�(（3 ｘ108 m/s ）です。

つまり、MXFS では、&�のシフトは、��とデータR�'�で5�されたR��(の

�によって5�されます。
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MXFSにおけるレーザーのスイーピング¯cにより、WXがシフトします

Δλ � 2 � 1.446 � 102
� 1 � 3 � 108

� d �
RepRate

DutyCycle
� � 9.8328 � 10�6 � d �

RepRate

DutyCycle

	の�では、さまざまなデバイスとオプションのインテロゲータ
とセンサの/の��によってxじるセンサ�みQ（PM の&�シフト）の£いについて
��します。

インテロゲータ MXFS SI MXFS DI
µ¯ ¶¯ µ¯ ¶¯

スイープ¯c（S/s） 1 10 100 2000

�
�

(m
)

10 -0.01 -0.11 -1.11 -29.80
50 -0.06 -0.56 -5.56 -148.98
100 -0.11 -1.12 -11.11 -297.96
150 -0.17 -1.69 -16.67 -446.95
200 -0.22 -2.25 -22.22 -595.93
500 -0.56 -5.62 -55.55 -1489.62
1000 -1.12 -11.24 -111.11 -2979.64
1500 -1.69 -16.86 -166.66 -4469.45
2000 -2.25 -22.47 -222.21 -5959.27
5000 -5.62 -56.19 -555.53 -14898.18

=3.2 �4シフト（pm）

;<LC
Dセンサの+5では、	の2つの¢¶がîたされる��に����を.うことをお�めし
ます。
� ïðの��/R�レートにより、インテロゲータの「D(」よりもvきなエラーがw
xする。

� +5は�s&�+5にëづいており、これは8(センサのみにr4します。ë¦Qへ
の&�の�^、またはÒいに Bに¤い2つのFBGのいずれかにëづいて+5される
センサは、å[1<によってキャンセルされるため、&�+5�åの�òをV8とし
ません。

��によっては、インテロゲータとセンサ/のケーブル��をhk/にµ¡することが
ô¥になることがあります。ただし、��は、たとえば 2
つのFなるR�レートでセンサを+5することでñ;に1<できます。
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.じセンサの£�§を�·しながら、2つの¸なる�·レートをqrした°±¹º

d�
λRepRate1 � λRepRate2

RepRate1

DutyCycle1
�

RepRate2

DutyCycle2

�
SweepDirection � c

2 � n � FullRange

ここで：
d はセンサと1+'�/の��(m)です。
λRepRate1 は、>HレートRepRate1(Hz)で+5されたセンサ&�(mm)です。
λRepRate2  は、>HレートRepRate2(Hz)で+5されたセンサ&�(mm)です。
SweepDirectionはスイープ�{の=2です：Ku&�からK0&�へのスイープには
1、K0&�からKu&�へのスイープには-1（MXFSインテロゲータには-1）
DutyCycle1は、RepRate1を1�した>H
/の5�です。
DutyCycle2は、RepRate2を1�した>H
/の5�です。
C はDの�((3x108 m/s);
nはファイバのí�I(Ä¦のSMF28では1.446)です；
FullRange は、+5された&�7`のÞです(BraggMETERインテロゲータの��は
102 nm);

MXFSでは、2つの�(モードを1�して��1<を.うことができます。�rはMXFS
DIを�いた��1<の¨です。

2つの¯cモードをqrした°±¹º

d�
λ2000�S�s � λ100�S�s

2000
0.66

� 100
0.885

�
SweepDirection � c

2 � n � FullRange

�
λ2000�S�s � λ100�S�s

3030.30 � 112.99
� � 1 � 3 � 108

2 � 1.446 � 102
� (λ2000�S�s � λ100�S�s) �� 348.61

ここで：
d はセンサと1+'�/の��(m)です。
λ100  S/s  は、uいサンプリングレート(100 S/s)で+5されたセンサの&�;
λ2000  S/s  は、0いサンプリングレート(2000 S/s)で+5されたセンサの&�;

��を�しく1<することで、&�+5のシステム¹の�åをµ5し、センサの1<を
!6できます。

ヒント
catman では、MNチャンネルをn�して;<LCを�¿します。
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3.8.3 フィルタ
MXFS は、7の QuantumX モジュールと#�にローパスフィルタリングをサポートしま
す。1�<�なフィルタは、Bessel、Butterworth、linear phase です。
)*については、チャプタ5.2.1.2 “サンプリングレートとフィルタ”の74ページをf=し
てください。

3.9 £�のトラブルシューティング

3.9.1 ]れたコネクタ
コネクタを��するÛに、コネクタをòóすることが Bにy8です。そうしないと、
�Í3アダプタにほこりやô�が?�し、+5Qが.なわれる<��があります。
�3.28に、ÁvされたコネクタのÈõが��されます。õいö�のöはファイバクラッ
ドにsJし、sさいö�のöはファイバのコアになります。きれいなコネクタの÷のÎ
と,れたコネクタの÷のÎが��されています。

きれいなコネクタ ,れたコネクタ

�3.28 ÀれたコネクタときれいなコネクタのÁ6�

���の,れのKも��/なrRにより、���でw�{にvきなブロードバンドDが
j@され、+5のダイナミックレンジがsさくなります。
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�3.29 Àれたコネクタが·�にÂえる�:

1 '( (dBm);
2 &�(nm);
3 きれいなコネクタスのペクトル;
4 ,れたコネクタのスペクトル;
5 ダイナミックレンジ のzø。
D¾:インテロゲータアダプタをクリーニングするには、イソプロピルアルコールでô
らせたG�なbùを1�します（�=�Dファイバによく1�されるクリーニング�b
ùがj�でGx0できます）。オプティカルアダプタにbùをÚxし(�3.30)スワブをB
に#じ�{に�Nさせます。
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�3.30 インテロゲータのコネクタアダプタのクリーニング

3.9.2 »¼したコネクタ
また、データアダプタのスリーブが-.することもあります。この��、Dコネクタを
Úxしても、G�なß��わせが.われず、+5Qが.なわれます。-.したスリーブ
は、 �3.31に�すようになります。

�3.31 3Qしたコネクタ

この��を6æするには、 HBKファイバーセンシングにお�い�わせください。

3.9.3 ��Yな£�オーバーフロー
MXFSの[t�に、��の��パラメータの�!6がV8になる��があります。
このPt�、ユニットはすべてのチャンネルのすべてのセンサにsして+5をくり
かえします。このイベントがwxするyIは、8(�^がvきく、サンプリングレート
が0い��にødします。ùが�、!6にサンプリングレートより!/がかかった��
は、オーバーフローとなります。
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ヒント
このイベント（オーバーフロー）と��·�のOÃの¬£をÄ�しないようにするた
め、catmanで8レベルまたはÅレベルのÆÇアラームが��されている$Gなど
に�ったアラームがPQする\! があります。アラームを�@す
るCにRÉな�ち~+を��することをおÊめします。catmanでのアラーム
と�ち~+の��については、catmanの�ËS²ÌA05566（ウェブサイト
でÍW\!）4.15.2 “Available types and conditions of limit values/events”。

https://media.hbkworld.com/m/f76b72cc848ad091/original/catman-Operating-Manual-A05566.pdf
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4 MX ASSISTANT　ソフトウエア

MXFSはQuantumXファミリの7のモジュールと#�にMX Assistantアプリケーションで
[tします。
この�では、QuantumX MXFS BraggMETERモジュールを1�してQuantumX
MX AssistantソフトウェアをPtする��についてのñúな��が\�されます。Dモ
ジュールで1�できるqMX Assistantメニューとメニューのñ;な��があります。
MX Assistantの)*については、アプリケーションヘルプドキュメントをf=してくだ
さい。

4.1 MX Assistantパッケージ
MX Assistantパッケージは、¦¥がいくつかのアクションと�5をo.できるようにす
る、KXのYZのデバイスまたはシステムアシスタントである。このパッケージはすべ
てのQuantumXファミリーモジュールで��<�であり、モジュールごとにFなる12
と3�を\�します。
� HBKのウェブサイトからKXのMXアシスタントパッケージをダウンロードするには

ここから。

�4.1 MX AssistantパッケージはHBKのウェブサイトからダウンロード\!。

4.2 デバイスへの}~
HBKのWebサイトからMX Assistantパッケージをダウンロードしてインストールする
と、MX Assistantはネットワーク¹のモジュールを)§するスキャンをo.します。
� [File]にp[して[Find Modules]をクリック

https://www.hbkworld.com/en/services-support/support/support-hbm/downloads/downloads-software/support-downloads-quantumx-somatxr#!ref_hbm.com
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�4.2 MX AssistantパッケージはHBKのウェブサイトからダウンロード\!。

モジュールのリストが��される。
� MXFSモジュールを�Çし、[OK]をÉす。

ヒント
CしいモジュールをTÎするために、モジュールのLEDをÏÐさせることができます。
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�4.3 モジュールをÑ�してUÒする。

QuantumXモジュールを�Çすると、ûèのすべてのチャンネルのリストが��されま
す。MXFS DIのKvチャネル�は128チャンネル（Dコネクタあたり16チャンネル）、
MXFS SIのKvチャンネル�は512チャンネル（Dコネクタあたり64チャンネル）です。
アクティブなチャンネルのみがû.に¨されている。
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�4.4 MXFS SIの}V�なチャンネルリスト

ヒント
アクティブチャンネルは、 7Ó0（5Ô�4と56�4）とÕÖ�4で��されたチ
ャンネルである。

アクティブなチャンネルを（�）�5することができる。

4.2.1 ½¾¨S

vw
MX Assistantは、1MXFSコネクタの��スペクトル\A£を×Fしていない。1モジュ
ールコネクタの�スペクトルの5¡のØ�と�Wのために、�モジュールと}Xに×F
されるcatman®Easyライセンスをn�することをÙÚします。

�[チャネル�5は、��されているすべてのチャネルをモジュールが)Gする��に
<�である。オートスキャンでは、すべてのチャネルがD¾センサとして5�される
(&�½sQ をGmとして)。
� メインメニューのOpticalボタンをÉす。
� V8なしきいQ(MXFS DIの��はÄ¦Q3 dB、MXFS SIの��はÄ¦Q10 dB)

とÛÀÞ(Ä¦Q5 nm)を�5する
� [Dチャネルの�[)G]をÉす...
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�4.5 �チャネルの?S 7

ヒント
Ó0©は、56Ó0�4と5ÔÓ0�4のÇに¸Ûします。オーバーフローを�ぐため
に、センサのSTUにª«される�4>�に¸Ûするように�@するL�があります。
バンドの�@��の��については3.7.1.3チャンネルを��。

ポップアップは、�[)G3�を1�して>Hしたチャネル�5を�します。
� 「はい」をÉして)Gを)	する。

�4.6 �チャネルの?S 7

センサが)GÛÀ7`�で)Gされた��、GmQは�Tな+5Qです。5�された7
`�にセンサがない��、GmQはオーバーフローとなります。
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4.2.2 チャンネルを¿¾で�¡する
Sç&�(Ks、Kv)とë¦&�はテーブル�$で0[xmできます。
� メインメニューのOpticalボタンをÉす。
� 0[でD¾チャンネルを�5...

�4.7 �チャンネルをWSで��する

デバイスのûèのすべてのチャンネルß�が�5テーブルに��されます。

�4.8 �チャンネルのチャンネル��テーブル
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� チャンネルのKv&�、Ks&�、およびë¦&�にV8なQをxmする。
� アクティブなチャネルに[Active]カラムにチェックマークが?いていることをy
す
る。

4.3 モジュールÀÁ
MX Assistantウィンドウの÷Úに、��されているモジュールに
する�
が��され
ます。
� �/のMXFSモジュールを÷クリック
いくつかのアクションとオプションを~むXしいメニューが��さます:
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�4.9 MXFSモジュールの��メニュー

4.3.1 � YなCu
pな3�は7のQuantumXモジュールとï�であり、モジュール�5のリロード、
�è/©�、モジュールLEDのフラッシュ、��	��などがあります。
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4.3.2 ./
��のモジュールを��した��のモジュール/の#
は、タイムソースの©�3�
よって5�できます。これはFireWireをÓして�[/に.われるが、NTPやPTPも<�で
す。7のオプションでは、FなるQuantumXモジュールをMXFSに
,?けるV8があり
ます。
� タイムソースを©�（Edit time source）を�Çします
メニューウィンドウが��されます。
� #
��を�Ç。

�4.10 タイムソースの��をYZする。

4.3.3 ­®¯c
MXFSインテロゲータのサンプリングレートドメインはÙ5されており、Decimal (1-2-5
step)として5�されます。
MXFS DI および SI モジュール タイプには、それぞれ2 つの�なるスイープ�(がありま
す。
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� MXFS DI: 2000S/s（0�モードオン）および100S/s（0�モードオフ）
� MXFS SI: 10S/s（0�モードオン）および1S/s（0�モードオフ）
� V8な�(モードを�Çし、[OK]をÉす。

ヒント
スイープ9�にもかかわらず、フィルタリングとダウンサンプリングをÝZにR�でき
ます。

この��により、�ÇしたすべてのモジュールチャンネルのXしい�(モードが�Xさ
れ、+5プロジェクトを$_するÛにモジュール�±ち¹げがV8です。

�4.11 サンプルレート9�モードの��。

>Hレートとフィルタリングは、アクティブなチャンネルごとにabに5�できます。
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� Signalsメインタブのrで、Filter and sample rateyの÷Úにある3つのドットをÉし
ます。

� �/のフィルタタイプとサンプルレートを�Çする。

�4.12 サンプルレート9�モードの��。

�4.13 チャンネルごとに�@されたフィルタおよび�¿レート。

4.3.4 �iS��のy�
 �G�!�5オプションでは、モジュールの IP
アドレスを��せずにすべてのチャネル12をリセットします。
� メニューの �G�!�5オプションをÉす。�Çしたモジュールを_bするアクシ
ョンy
のためのダイアログウィンドウが��されます。

� 「はい」をÉす
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�4.14 Þ$��の��。

4.3.5 ÂアクティブなチャンネルのÂde
 アクティブなチャンネルをメインリストから ��にして、��Èmをñª^できま
す。
� [チャンネル]タブの[オプション]をÉす
�  アクティブなチャンネルの ��を�Ç

�4.15 =1オプション（Visualization Options）。

4.3.6 ファームウェアのアップデート
MXFSモジュールのファームウェアは、MX AssistantをÓしてアップデートが<�で�で
す。
ヒント:モジュールをKXのファームウェアバージョンに�ってください。
� FileメインタブでModuleを�Çする
� Update module firmware...をÉし、��に]う。
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�4.16 MX Assistantでファームウェアをアップデートする。

4.4 チャンネルÀÁ

4.4.1 センサタイプ
MXFSモジュールは、&�(�sまたは½s)、ひずみ(8(�òなし)、8(およびd
�(をM�+5できます。

4.4.2 センサタイプのÃりÄて
qチャネルに�しいセンサタイプを�5するためのドラッグアンドドロップ3�があ
ります。センサのG7は、SensorデータベースでÍW\!です。
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�4.17 センサデータベース

チャンネルリストのFなるチャンネルに�しいセンサタイプを\り4てるには：
� センサデータベースからD¾センサを$く(mの÷r«)
� MXFSフォルダを$く
� �/のセンサタイプを÷のチャンネルにドラッグアンドドロップする。

vw
1センサのキャリブレーションまたはÑ シートに,って、à々のキャリブレーション
パラメータをn�してください。
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�4.18 センサタイプとáâ

1 ½s&�
2 �s&�
3 ひずみ(8(�òYし)
4 8(
5 d�(
6 ��(e�:)

� qセンサタイプに
,するキャリブレーションパラメータを�xする。

vw
すべてのチャンネルのÕÖ�4は、センサRÛインターフェースをDしてYZできませ
ん。これは、たとえばJ¸ã���に�äします。
セクション4.2.1チャンネルのWS�@でS²されているように、ÕÖ�4^のWS��
をしてください。



67
MXFS
MX ASSISTANT　ソフトウエア

ヒント
MX Assistantは、リアルタイムで[なるチャンネルからの��の\みGわせをサポート
していません。[なるチャンネルからの��^を\みGわせるには、catmanソフトウェ
アをn�します。これは、ã�Læをçうひずみ��(ã�·�をn�するなど)、ã�
Læに2つのFBGをn�するFBGベースのトランスデューサ、ロゼットのéÛ8MNなど
に�]する。

4.4.3 ゼロÅ��
センサのゼロ^3�は、「チャンネル」セクションでも1�<�です。�[/にゼロ5
!6をo.することも、0[で5�することも<�です。

�4.19 センサのゼロ�¤
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�4.20 WSÍ8によるセンサのゼロ�¤

4.5 データのÆÇÈ
MX Assistantは、µ5の�S�で12できるë�/なデータ"#^を\�します。
グラフィック�E（�、�、タイトルなど）を��できます。+5ごとにトリ
ガーQを5�することも<�。
� Scopeのメインメニューにp[する。
� プロットするチャネルを�Çする。
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�4.21 MXアシスタントの\A£オプション



MXFS
CATMAN ソフトウェア70

5 catman ソフトウェア

MXFS には、catman Easyソフトウェア�のライセンスが 1 つ~まれています。このライ
センスは、デバイスの12に1�するV8があります。
MXFS は、catmanバージョン 5.4.1 ��とÒ��があります。

5.1 MXFS をqrしてプロジェクトのÉÊ
� catmanソフトウェアをj[します。
� [ スタート メニュー] で、デバイスタイプとして QuantumX/SomatXR を�Çします。

�5.1 [スタートメニュー]

� QuantumX/SomatXRデバイスタイプを�Çします。
� ����（)§ポート）を�Çします。
� �/のモジュールを�Çします。
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�5.2 b#

� XCの+5プロジェクトを$_。

お0らせ
MXFS ゲートウェイq!は catman ではサポートされていません。MX Assistantをn�
してゲートウェイq!をOFFしてください。

5.1.1 ファームウェアのアップデート
KXのファームウェアバージョンが�5されていることをy
します。)*につい
ては、34ページのセクション3.5.5「ファームウェアのアップデート」を��してくださ
い 。
� catman をj[し、ネットワークでモジュールをスキャンして、�¤される
ファームウェアアップデートをo.します。catman にはファームウェアが?Oして
います。これは�B�rの�vに?¬されます： 
C:\Program Files\HBM\catman\Firmware\QuantumXB.

5.1.2 ./
MXFS には、さまざまな#
��があります。これらの�5��の)*については、
catman ユーザーマニュアル（A05566）をf=してください。

https://media.hbkworld.com/m/f76b72cc848ad091/original/catman-Operating-Manual-A05566.pdf


MXFS
CATMAN ソフトウェア72

5.2 MXFS rの Catmanプロジェクト
MXFS デバイスでXしいプロジェクトを$_すると、MXFSのすべてのチャンネルをチャ
ンネルリストにxmすることで、catmanが$_されます。

�5.3 DAQチャンネル

デバイス¹でÛÀ7`（&�の7`）を5�したチャンネルは、アクティブ
とlなされ、5�されていないチャンネルは �アクティブとlなされます。
チャンネルの5�の)*については、セクションの5.2.2
“Configuring ranges of wavelength（�4>�の��）”ページを 76f=してください。

ヒント
�アクティブなチャンネルを�=1にするには、ディスプレイフィルタを^き、Hide 
inactive channels （�アクティブなチャンネルを�=1にする）をUÒして
ApplyG�(�5.4)をêします。
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�5.4 �アクティブなチャンネルの�=1

5.2.1 サンプリングレート

5.2.1.1 ­®¯c
MXFS は、 2つのスイープレーザー�(にsJする 2つのFなる�(モードで[tしま
す。これらのモードは、 catmanで�5できます。

MXFS DI MXFS SI
u�モード 100 S/s 1 S/s
0�モード 2000 S/s 10 S/s
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�5.5 ÝZ9�

� MXFS チャンネルのサンプリングレートコラムを÷クリックします。
� 0�モードのオン/オフを�Çします。

お0らせ
9�モードを¬ºすると、»�	は¼.Sします。

vw
スイーピングレーザーを�いた�インテロゲータでは、インテロゲータとセンサ+のケ
ーブル_6の4さによって��^が¬£することがあります。
��については、 'の 3.8.2;<�� 44 ページを��してください。
catmanでは、L�にÛじてMNチャンネルをn�して;<LCを�¿します。

5.2.1.2 サンプリングレートとフィルタ
R��(に
ìなく、モジュールでは7の QuantumX モジュールと#�にダウンサンプ
リングとフィルタリングを1�できます。1�<�なサンプリングレートとフィルタは
	のとおりです：
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MXFS DI µ¯モード (100 S/s)

フィルタカット
オフËW,(Hz)

©rtuなサンプリングレート

0.1 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
0.2 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
0.5 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
1 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
2 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
5 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
10 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100

MXFS DI ¶¯モード (2000 S/s)

フィルタ
カットオ
フËW,
(Hz)

©rtuなサンプリングレート

0.1 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
0.2 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
0.5 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
1 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
2 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
5 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
10 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
20 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
50 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
100 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
200 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000

MXFS SI µ¯モード (1 S/s)

Filter cut-off frequency (Hz) Available sample rates

0.1 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10

0.2 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
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Available sample ratesFilter cut-off frequency (Hz)

0.5 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10

1 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10

MXFS SI ¶¯モード (10 S/s)

Filter cut-off frequency (Hz) Available sample rates

0.1 0.1 0.2 0.5 1

5.2.2 Configuring ranges of wavelength（WXÌÍのy�）
ÛÀ（qチャンネルの&�7`）を�5するには、	の0Wをo.します。
� catman の¹�リボンにある「7`の�5」ボタンをÉして、「7`の�5」ウィン
ドウを$きます。

�5.6 [ >�の�� ] ボタン

vw
��>�インターフェイスで�7されたすべての¬ºは、
Applyボタンをêした�にだけアクティブになります。¬ºをR�せずに`ìすると、
チャンネルリストではなく»�	に=1されません。

vw
MXFSインテグレータに=1されるスペクトルはセンシングネットワークのíîをあ
らわすものですので、aïおよび��ðñツールとしてn�されることを��してい
ます。=1されているスペクトルと�Cの��^の+にわずかなÇが/られる$G
があります (�5.7)。
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�5.7 =1されているスペクトル（b6）と�Cの��^（c6）の+のd�\!
なÇの�

�5.8 >�の��*


��およびバンド©�は、qコネクタbに�±してo.するV8があります。
� コネクタボックスで�Çしたコネクタを��します（�5.9）。
スペクトルは、7`の�5ウィンドウがíびGされたü/に+5されたとおりに��さ
れます。
� スペクトルを�Xするには、スペクトルの�� ボタン (�5.9）をÉします。
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� ­�/なアップデートについては、ライブアップデートにチェックマークをxれま
す。(�5.9)を�Ç。

�5.9 Update Spectrum（スペクトルのºó）

�Çしたコネクタのチャンネルは、さまざまな��で�5できます。

5.2.2.1 ¨Sされたピークのバンドを½¾Yに�¡します
�'�は、j@スペクトルのピークを)Gし、)Gされたqピークのバンドを[に�5
できます。[バンド)Gでは、ピークQを)Gし、そのwÚにハーフバンドÞ(number
2、�5.10の)でピーク(number 1、�5.10), をピークしQを�ýとした&�の+57`を
5�します。

�5.10 ?Sバンド�@

ÈmのKr�で
� バンドÞをnm;ßで5�します。ÛÀÞは、チャンネルの.&�7`にsJしま

す。
� �!をクリックします。
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ヒント
Ó0©は、56Ó0�4と5ÔÓ0�4のÇに¸Ûします。��^のオーバーフローを
�ぐためには、センサのSTUにª«される�4>�に¸Ûするように、Ó0©を�@
するL�があります。バンドの�@��の��については、セクション
「3.7.1.2」チャンネルô(35 ページ)��してください。

�5.11 ?S 7

�[)Gされたバンドは、�rの��で!6できます。
� �/のチャンネルラインを�Çします（ラインは�¹で®で'!��され、バンドÞ

はグラフ¹で�で'!��されています） - �5.12の1"を1�。
� �に、KsバンドQ、KvバンドQ、およびë¦&�（2 インチ、または）を�xし

ます->�5.12の2"を1�。
� または、ボトムにあるスクロールバーでKsバンドQ、KvバンドQ、およびf=&
�を!6するには、Î4.11の3nを1�。
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�5.12 バンドを�¤します

�57`インターフェイスでo.される��は、KÜはソフトウェアレベルでのみ.わ
れるため、¦ãができたら5�をデバイスにNPするV8があります。
� ��をデバイスにNPするには、 [#$]をÉし ます（�5.13）。

�5.13 デバイスに�@をR�

5.2.2.2 バンドを¿¾でÎÏに�¡
テーブル¹の�
を©�することで、バンドをt2できます。
チャンネルを�Ç：
� テーブル¹でラインを�Çします（ラインはテーブル¹で®で'!��され、バンド

がすでに5�されている��は、グラフ¹で�で'!��されます）。
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�Çしたチャンネルにsしてo.できるアクションは	の�りです：
� éZ。
÷クリックし、[%&（Delete）] を�Çする。

� t2または©�。
セルをダブルクリックしてxmまたは©�します:
- チャンネルÇ;
- バンドのKs&� (nm);
- バンドのKv&� (nm);
- f=&� (nm)。

お0らせ
バンド+の5ÔスペースはMXFS DIで0.5nm、MXFS SIで0.1nmです。

また、バンドÞを5�するß�の¹でグラフを÷クリックし、[この,-にバンドを�
!（Create band in this place）] のオプションを�Çすることもできます。これによ
り、�Çしたチャンネルのバンドの�[)Gの�5を5�した、クリックしたピクセル
の�ýにあるバンドが5�されま す。

�5.14 バンド©のYZまたはTâ
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V8なÛÀをすべて5�したら、 Apply(#$)
ボタンをクリックして、�5ウィンドウを¯じます。

5.2.3 �Ð�のセンサ

ヒント
デバイスの¡�チャンネル��をクリーニングするには、センサをUÒし、
センサの@BとリセットをUÒします。

�5.15 センサのb#を&す

�'�に�5できるセンサにはさまざまなタイプがあります（)*については、セクシ
ョン3.7.1.7 の·�ページ41をf=してください）。
� 「センサ/3�」yをダブルクリックして、��または�5を.います、
センサをデバイスに��します。



83
MXFS
CATMAN ソフトウェア

5.2.4 ソフトウェアのセンサ
MXFS$のHセンサ は、catman データベースのGeneral Sensors >
MXFSで1�できます。

�5.16 センサデータベースの�センサ
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5.2.4.1 WX
&�として5�されたセンサは、&�を nm でGmして��します。�s&�Qと½s
&�Qのw�を�Çできます：

�5.17 J¸�4センサタイプとI¸�4センサタイプ

Wavelength Relative は、 MXFS デバイスの「raw」Qです。これは、そのチャンネルの
FBG ピークの&��[であることをc�します。すべてがデバイス�で�kされるた
め、=2にsして1<はo.されません（)*については、セクション
の「3.7.1.7·�」30ページをf=。

½s&� λ� λ0

�s&�は、½s&�と5�されたë¦&�にëづいて、�s FBG
ピークQを1<します。ë¦&�は、デバイスのチャンネルプロパティから>Hされま
す。

&��sQ (λ� λ0)� λ0 � λ

5.2.4.2 ひずみ
ひずみセンサをチャンネルに\り4てると、データはひずみに��されます。ひず
み1<に
,する�
をxmするためのQは、センサのドキュメントに`?されていま
す。
ひずみセンサは、8(��なしまたは8(��ありのどちらかで5�できます。
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ひずみ（Ñ�なし）

�5.18 ひずみ（LCなし）

FBG þみゲージのゲージì�（k）は、それぞれのマニュアルに��されています。
FBG ひずみセンサのë¦&� (λ0) は、ゼロひずみでの&�にsJしているV8がありま
す。これは��¨に+5するV8があります。0[でxmすることも、
[Measure（N�）]ボタンを1�してo;の+5によって�[/に5�することもでき
ます。

ひずみ λ� λ0

k � λ0

ÒcÑÓ�きひずみ
ã�センサをn�します
8(チャンネルを1�してひずみ+5にsする8(のrRを��する��は、
2つのセンサによって�じられる8(�^が#じであることをy
するV8があります。
この��で8(�ò�に�Çしたチャンネルは、8(センサとして�5するV8があり
ます。
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�5.19 ã�センサをn�してã�Læするひずみ

FBG þみゲージのゲージì�（k）は、それぞれのマニュアルに��されています。
8(üå�(（TCS）は、ひずみセンサにsする8(のrRにsJしています。
これは、8(が 1℃�^したためにセンサを>り?けた¨にxじるひずみをc�しま
す。センサのマニュアルに��されているQです。
1�するÊ°Âì�（CTE）は、ひずみセンサが>り?けられているuZであるV8が
あります。これにより、ひずみ+5のuZのÊ°ÂのrRがなくなります。このÁÂを
º�しない��は、1�するQをゼロ（0.0）にするV8があります。
FBG ひずみセンサのf=&�（λ 0）とf=8(（T 0）のf=&�は、ひずみゼロのü
/におけるひずみセンサの&�と、8(センサが#じü/に+5した8(にsJしてい
るV8があります。これらのQは、��¨に+5するV8があります。これらのQは0
[でxmすることも、[Measure（N�）]ボタンを1�してo;の+5によって�[/
に5�できます。

8(センサを1�して8(�òするひず
み

λ� λ0

k � λ0
� (CTE� TCS)(T� T0)
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Læ�FBGのn�
この����は、#じuZに>り?けられている2á�の#ýひずみセンサを1�して、
8(��のために#じ8(�^がwxし、3Í/ひずみがwxしていない��に�Çす
るV8があります。この��で8(�òに�Çするチャンネルは、ひずみチャンネル
(εTC)であるV8があります。

�5.20 Læ FBG をn�したLæ�きひずみ

このQは、��¨に+5するV8があります。0[でxmすることも、
[Measure（N�)]ボタンを1�してo;の+5によって�[/に5�することもできま
す。

�ò FBG を1�した�ò?きひずみ λ� λ0

k.λ0
�

λ
TC

� λ0TC

k.λ0TC
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5.2.4.3 Òc
HBK FiberSensing�の��ßみ8(センサは、��	��を`?してお�けいたしま
す。8(によるe�:の�[を�します。

�5.21 ã�センサ

Sn ì�は、センサのマニュアルに��されているQです。

vw
2�キャリブレーションu�õをöつセンサの$Gは、S3 がゼロに��されていることを
)�します。

8(センサのf=&�（λ0）は、センサのマニュアルに��されているf=&�にsJ
しているV8があります。

8( S3�(λ� λ0)
3�S2�(λ� λ0)

2 �S1�(λ� λ0)�S0
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5.2.4.4 Ô¯c
HBK FiberSensing�の��ßみd�(センサは、��	��を`?してお�けいたしま
す。d�(を3�:でスケーリングされています。

�5.22 a9�センサ

キャリブレーションì�（S）は、センサのマニュアルに��されているQです。
FBG d�(センサ（λ0）のf=&�は、ゼロü/のセンサの&�にsJしているV8が
あります。これは��¨に+5するV8があります。0[でxmすることも、[Measure
（ N�）]ボタンを1�してo;の+5によって�[/に5�することもできます。

d�( S � (λ� λ0)
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5.2.4.5 ÕrÖ�×
catman では、 FBG を 1 つしか|たない��/な FBG ベースのセンサを�5することも
できます。

�5.23 ÷��センサ

9�Dセンサは、 FBG の&��^(λ-λ0) のþ	e�:
�（a 、b 、c
ì�）として+5Qを1<します。
f=&�（λ0）は、0[でxmするか、Measure(N�)ボタンを1�してo;の+5Q
で�[/に5� できます。

9�(e�:)Dセンサ a�(λ� λ0)
3 � b�(λ� λ0)

2� c�(λ� λ0)� d
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vw
�Cされたã���はJ¸�4^にÕづいているため、この��に¸するスイープ9�
と4いケーブルの�:にÑÎな��がL�です。ã���では、MXFS SIまたはMXFS
DI(Å9では)をn�することをÙÚします。メンテナンスW�については、
チャプタ3.8.2 「;<��」(44 ページ)を��してください。

5.2.4.6 Øºチャンネル
Catmanは、o;のデバイスチャネル¹で.われたGJを�き�えることができる;<チ
ャネルをt2することができ、したがってxデータの�Kを<�にし、¨えば��のチ
ャネル+5を~むより� な1<をt2することができます。

��FBGセンサの¹º
ひずみ、8(、d�(、e�:D¾センサの;<チャネルは、データベース¹のセンサ
と Bによく�た��でt2できます（ø�の'からを�� 5.2.4.1 5.2.4.5）。

�5.24 ùNチャネル��センサーメニュー
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デュアルFBGセンサのØº
eくのFBGベースのセンサには、8(��+5�の2つの?gがあります。これら
の¨として、HBK\�のÄ¦センサ±のチルトセンサ、�ßセンサ、o�センサが�げ
られます。catman®において&�+5QをエンジニアリングQに��するには、;<チ
ャネルを1�するV8があります。

ヒント
チャンネルを「I¸�4」として�@し（5.2.4.1'の 「�4」を��84ページ）
Í8するôõをef£します。
この$G、1Ó0のÕÖ�4^が、センサのキャリブレーションシートに�gされて
いるÕÖ�4^にºóされていることを)�してください。

�5.25 ùNチャネルõのメニュー

ロゼットひずみゲージ
Catmanは、;<チャネル¹のロゼット+5から
,するJm6W1<もサポートして
います。このインターフェースを1�することで、catmanは�Çした�cの�の;<
チャネルをt2します。
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お0らせ
��õロゼットには60 º/120 ºタイプがあり、3つの���úにはcatmanのメニューと}
hするa、b、cのマークが�いています。

�5.26 ùNチャネルのロゼットメニュー

5.2.5 ゼロバランス
Catman は、+5$_!などにQをゼロにするñ;な��で、プロジェクト12でセン
サをゼロにすることができます。
� 1つまたは��のセンサのゼロ�5を.うには、�/のラインを�Çし、¹�リボン

の ゼロバランスボタンをÉします。
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�5.27 ゼロバランス

� または、ゼロにするラインを÷クリックして、［ゼロバランス］オプション
(n21、�5.28にある)を�Ç。

�5.28 ゼロバランスおよびリセット���4

D¾:センサのゼロ�5を.うと、ゼロ�5のü/に+5Qと#じオフセットがt2さ
れます。これは½s/な+5には Bに��な3�ですが、8(+5などの�s/な+
5やキャリブレーションされた+5を�yに.うV8があります。µに、ひずみ+5に
sする8(のrRを��するために8(Qが1�されている��には£cがV8です。

vw
チャネルレベルでゼロSTをロックすることで、ã�などのJ¸��センサにおいて�
�しないゼロ£STを�ぐことができます。ロックされているチャンネルのゼロ��を
ûÃUÒした$G、そのチャンネルはR�されません。
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vw
catmanでセンサのゼロ��を7うと、デバイスレベルでセンサ��へのオフセットがT
âされます。ゼロバランスは、デバイスにF�される��^に�:します。

5.2.6 ÙÚWXをリセット
ゼロバランスと#�に、f=&�をEÅの+5Qにリセットすることもできます。
� リセットするラインを÷クリックし、Reset reference wavelength
オプションを�Ç、(�5.28n22 )。

これにより、すべての&�+5QがË�されるスイッチにsするf=&�Qが��され
ます（)*については、デバイスのチャンネル�Çにあるサブセクションの
「f=&�」の3.7.1.3 “�4”ページ 37 をf=。)

vw
���4のリセットは、ひずみやa9�などのI¸�なセンサ��に�­にüýなツー
ルですが、C)な��を7うために、キャリブレーションシートに�gされている��
�4にþ�するã�などのJ¸��やキャリブレーションされた��^がQなわれま
す。���4の^をリセットする$Gは、­に��の��を�ってください。
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5.3 �Ð�のリセット
MXFSインテロゲータは、Catman ソフトウェアを1�して �G�!の�5にリセット
できます。
� デバイスÇを÷クリックし、Device Reset（デバイスリセット）を�Çします。

�5.29 デバイスのリセット

� リセットオプションの�Ç。

�5.30 デバイスリセットオプション
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1 すべてのチャンネルの �G�!�5。�Çした��、リセットのM*は	のように
なります：
- すべてのチャンネルを アクティブにします;
- すべての�5ßみÛÀをéZします;
- センサのタイプを「½s&�」に��します;
- ゼロバランスQをéZします。

2 チャンネルÇのリセット：
- すべてのチャンネルÇをデフォルトに��します（ < デバイスÇ > _CH_<
コネクタn2 > - < チャンネルn2 > 、¨： MXFS8 のコネクタ 2 のチャンネル13
では MXFS8_CH_2-13 ）。

3 Activate TEDS オプションは MXFS には1�できません。
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